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〇確認事項

・必要天端高の算出方法、算出結果

・防護水準、施設整備目標の考え方

本日、議論をいただきたい内容
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１．全体フローとスケジュール（案）



現状外力の算定※1

初期潮位
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１．全体フローとスケジュール（案）
（１）全体フロー

潮位偏差 波浪

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞

将来外力の算定※2

防護水準、施設整備目標の設定

海岸保全基本計画（原案）

津波外力

初期潮位 潮位偏差 波浪 津波外力

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞

砂浜侵食の影響

（渥美半島（表浜））

侵食対策の検討

（渥美半島（表浜））

現行計画の確認

気候変動を踏まえた海岸保全基本計画変更までの流れ

＜海面上昇量＞

今回報告

前回報告

今後検討

凡例

技術部会での検討範囲

※1「現状外力」とは気候変動の影響を考慮
する前の外力
※2「将来外力」とは将来的な気候変動による
影響を考慮した場合の外力

渥美半島表浜海岸保全対策検討会

（表浜検討会）での検討範囲
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１．全体フローとスケジュール（案）
（２）検討委員会等のスケジュール（案）

検討、調整の状況により開催時期、回数の変更があります。

準備会（技術部会）①
2023/2/22

・計画変更が必要となった経緯

・現行計画の防護目標、気候変動を踏まえた技術的検討方針

検討委員会①
2023/3/30

・計画変更が必要となった経緯
・具体的な変更の方向性

技術部会②
2023/9/8

・現状外力の算定結果

・将来外力の試算結果

渥美半島表浜海岸保全対策
検討会①

2023/12/14

・渥美半島（表浜）における整備等の状況

・モニタリング等の報告

技術部会③
2024/1/18

・将来外力の算定結果

・気候変動前後の必要堤防高の評価

検討委員会②
2024/2/16

・現状外力、将来外力の算定結果

・気候変動後の必要堤防高の評価

渥美半島表浜海岸保全対策
検討会②

2024/7/25

・気候変動の影響による汀線変化について

・将来の気候変動を踏まえた海岸保全のあり方について

技術部会④
2024/9/27

・気候変動前後の必要天端高の評価

・防護水準、施設整備目標の設定

渥美半島表浜海岸保全対策
検討会③

2024/10/24

・モニタリングについて

・侵食対策等の計画変更に向けた事項

検討委員会③
年内予定

・変更計画（原案）の作成



２．第３回技術部会の意見と対応



意見・確認事項 回答・対応方針 頁

1

風速変換係数の違いは外力を設定するときの計算値の
不確実性だと思うが、余裕高に含めていいものなの
か？余裕高の考え方を整理したほうがいい。

計算モデルによる誤差については余裕高に含
めないものとする。海岸保全施設の必要天端高
の算定における余裕高の考え方を整理した。

P52

2

計画高潮位のうち、潮位偏差の設定方法【案1】（計算結
果をもとに一連区間を設定する方法）は合理的であるが、
師崎港の現行計画が2.5m で決まった経緯が気になる。
実測の潮位偏差があったのかなど設定経緯を調べた方
が良い。

現行計画の設定値については、伊勢湾台風時
の古い調査を元にしているため詳細を確認する
ことはできなかったが、当時は安全側で設定した
ものと考えらえる。

－

3

波浪推算地点A03 における波浪について、過去実験、
2℃上昇、4℃上昇のいずれにおいても確率波高が30 
年から1000 年確率まで頭打ちとなっていて、同じ高さに
なっているところが気になる。

波浪推算地点A01～A04については、ご指摘の
とおり水深の影響を受けている可能性が高い。
そのため、計画外力としては沖側のSt06地点を
採用することとした。

P16

4

レベル湛水法は地盤高が低い箇所から浸水するため、
内陸側が浸水エリアになること理解した。資料の公表に
あたっては、浸水範囲や被害額が試算値であることを
明記する必要がある。

後日公表した資料については、「レベル堪水法で
試算」という注意書きを追記した。

－
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２．第３回技術部会の主な意見と対応

（１）計画外力の設定等について



意見・確認事項 回答・対応方針 頁

1

必要天端高は、1 つ1 つのステップの中で決める
べきものを決めていって、最終的に行政的な判断
をするのがいいと思う。

今回、これまでご議論いただいた計画外力
を踏まえ、高潮と津波による必要天端高を
算出した。最終的な必要天端高は、関係者
と調整のうえで決定した。

P17～
P44

2

施設整備を行う際、途中段階の高さまで上げて、
その後、将来目標まで高さを上げるような進め方
をしていくものなのか？

すべての海岸において、最終目標の2100年
時点の必要天端高に改良していくことは、
技術的・予算的に難しい。そのため、段階
的な整備目標を設定することとした。

P45～
P52

3

離岸堤みたいにブロックを積み増しできる施設は
海面が上昇した後に対応すればいいし、水門のよ
うに基礎をしっかり作る施設は整備当初から2100 
年時点の外力で整備した方がライフサイクルコスト
も安くなる施設もある。

上記のとおり、段階的な整備目標を設定す
ることとした。ご指摘内容については、今後
の事業計画策定時において参考にさせて
いただく。

P45～
P52
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２．第３回技術部会の主な意見と対応

（２）防護水準・整備目標等について



３．気候変動を踏まえた計画外力の設定
（前回までの振り返り）
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

施設整備目標 危機管理対策目標

第１章 ・最も沿岸に被害を与えた1953年13号台風、1959年伊勢湾台風
規模の高潮に対し、伊勢湾台風以降発生した高潮被害も踏ま
え、住民財産の保護、地域経済の安定化、効率的な生産拠点
の確保の観点から、海岸保全施設の整備を行うことを目標と
する。

・なお、波浪については、50年確率波浪を用いることを基本とす
る

・想定し得る最大規模の高潮に対し、「命を守る」ことを目標とし
て、住民避難を軸に、海岸保全施設の整備による効果と併せ
て、ハード対策とソフト対策を総動員し、それらを組み合わせ
た総合的な対策を推進することを目標とする。

・併せて、最悪の事態を想定、共有し、国、地方公共団体、公益
事業者、企業等が主体的かつ、連携して対応する体制の整備
を推進することに取り組んでいく。

第２章 ・潮位については、天文潮位としては台風期平均満潮位とし、高
潮偏差としては伊勢湾台風規模の偏差を地域毎に整理し、最も
影響が大きい（偏差が高い）偏差を用いることとする。
・この潮位に 50 年確率波浪を用い、背後地の状況を踏まえた
上で必要となる防護機能を施設整備目標とする

―

具体的
な対策

・嵩上げ、消波施設の改良、老朽化対策 ・高潮浸水想定区域の指定・公表

〇現行の海岸保全基本計画における高潮防護目標（両沿岸共通）

〇気候変動による外力変化イメージ（施設整備目標）



○ 気候変動を踏まえた計画外力として、検討ケース１（現状評価）、検討ケース２（将来外力）の外力の算定を行った。

2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100年

外力

【気候変動の影響による外力の長期変化と整備目標】

海面上昇予測分

台風の強大化に伴う
高潮・波浪の増大分

2100年
（最終目標）

①検討ケース１
2023年時点の評価

（現状評価）

②検討ケース２
（将来外力）外力変化のイメージ
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

概 要
潮位

波浪
初期潮位 海面上昇量 潮位偏差

現行計画 ー
台風期

平均満潮位
－

伊勢湾台風規模の高潮偏差
（協議会値 or 1999年推算値）

2006年までの波浪推
算による1/50波浪
（2008）

検討ケース１
【ベース】
（現状評価）

気候変動考慮前の必要
施設高（外力）の算定

朔望
平均満潮位

－
伊勢湾台風規模の
高潮シミュレーション

（本検討）

2021年までの波浪推
算による1/50波浪
（本検討）

検討ケース２
（将来外力）

現時点における将来的な
最終目標とする必要施設
高（外力）の算定

朔望
平均満潮位

0.39m

(2度上昇)

新伊勢湾台風規模※の
高潮シミュレーション

気候変動による台風中心気圧低下を考慮

（本検討）

2021年程度までの波
浪推算による1/50波浪

に気候変動による増分
を考慮（本検討）

検討ケース１（現状評価）・検討ケース２（将来外力）ともに、最新地形条件として海図
（2015年刊行、2020年補刷：海上保安庁）を用いた
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現行計画 検討ケース1（現状評価） 検討ケース2（将来外力）
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

①初期潮位（朔望平均満潮位）

○ 潮位観測所の初期潮位（朔望平均満潮位）は現行設定値を用いることとし、三河港区間の見直しを行った。

〇 現行計画では、衣浦港～形原漁港の間において所管ごとに設定値が異なっているが、衣浦港の港湾区域を境界に、同一区

間として設定することとする。

○ 検討ケース2（将来外力）は、検討ケース１（現状評価）に海面上昇量は0.39mを加えた。

衣浦港港湾区域 三河港港湾区域
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

①初期潮位（朔望平均満潮位）

三河港

形原漁港一色漁港

師崎港
豊浜港

衣浦港

常滑港

名古屋港

赤羽根漁港

福江漁港

T.P.+1.20m

T.P.+1.59m

T.P.+1.10m

T.P.+1.49m

T.P.+0.99m

T.P.+1.38m

T.P.+1.01m

T.P.+1.40m

T.P.+1.03m

T.P.+1.42m

T.P.+1.05m

T.P.+1.44m

T.P.+1.04m

T.P.+1.43m

T.P.+0.88m

T.P.+1.27m

天白川

市町境界

冨具崎

港湾区域
境界

漁港境界

伊良湖岬

※観測所間の
擦り付け区間
（現行計画と同様）

港湾区域境界

港湾区域境界

港湾区域境界

T.P.+1.04m

T.P.+1.43m

上段：検討ケース1（現状評価）
下段：検討ケース２（将来外力）
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

②潮位偏差の設定

○ 将来外力（案）において、潮位偏差の一連区間は、同一海岸（複数の地区海岸を含む）は概ね同一外力と判断し、同一海岸

内の最大値を採用することを基本とする。

〇 師崎港周辺については、将来外力の計画高潮位値が現行計画値を下回るため、計画高潮位が同値となるよう調整した。

一部調整区間
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３．気候変動を踏まえた計画外力の設定

③計画高潮位

○ 地区海岸前面の計画高潮位について沿岸分布をプロットした。

○ 海面上昇量（0.39m）と潮位偏差の上昇により、現行計画を超える区間が多い。

○ 現行計画の計画高潮位を超える区間については、計画高潮位の見直しを行う。

○ 師崎港周辺については、将来外力の計画高潮位値が現行計画値を下回るため、計画高潮位が同値となるよう調整した。

潮位偏差調整区間
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○ d4PDFの過去実験と将来実験の台風トラックデータを対象に波浪シミュレーションを実施した結果を整理した。再現期間の分

布で評価すると、過去実験と2℃上昇実験の分布は、伊勢湾・伊勢湾口沖ともに概ね一致しており、互いの95%信頼区間の中

にあるため、有意な差があるとはいえない。

○ 計画外力である30年確率、50年確率波の将来の変化倍率は1.0倍とする。

○ 外洋に面した遠州灘の計画波浪はSt.06地点（水深約60m）を採用する。

３．気候変動を踏まえた計画外力の設定
④波浪
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【計画波浪設定地点】
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30年確率 50年確率 100年確率 1000年確率

【d4PDFの過去実験・将来実験の分析結果】

地点名
今回計算
水深（ｍ）

A01 20.09 使用しない

A02 9.96 使用しない

A03 15.00 使用しない

A04 9.59 使用しない

A05 20.20

A06 10.21

A07 10.05

A08 11.37

A09 9.31

A10 8.91

A11 8.51

A12 9.90

A13 9.93

A14 9.35

A15 10.02

A16 9.70

A17 9.67

A18 10.03

A19 9.51

A20 15.16

A21 14.56

A22 15.05

A23 10.12

A24 10.01

A25 9.8

St.06 59.95 採用

St.07 30.16



４．気候変動を踏まえた
必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（１）高潮による必要天端高の算出方法

〇高潮による必要天端高は、海岸保全施設の技術上の基準・同解説（H30.8）に準拠し、許容越波流量を満足する天端高を設

定した。必要天端高は直立護岸高とし、検討ケース１（現状評価）と検討ケース２（将来外力）で算出した。

〇現況天端高を基準に±0.1m刻みで天端高を変えて越波流量を算出し、許容越波流量を満足する天端高を必要天端高とした。

〇許容越波流量は、堤防・護岸の被災限界の越波流量として、今回は0.05m3/s/mを基本とした。

ただし、施設前面が埋立等により波浪の影響がないと判断される箇所については、計画高潮位のみで必要天端高を算定した。

また、沖合施設や消波工等による効果は考慮していない。

出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説（H30.8）P2-61，63

直立護岸（海底勾配1：30）の越波流量推定図の例

設定方法 備考

外力条件 換算沖波
波高Ho’

地区海岸ごとの設定値 検討ケース１
検討ケース２

波長Lo 地区海岸ごとの設定値 検討ケース１
検討ケース２

許容越波流量 0.05m3/s/m
※名古屋港は

0.01～0.02m3/s/m

施設等
諸元

静水面上
天端高hc

現況天端高を基準に
±0.1m刻みで天端高を
変える

検討ケース１
検討ケース２
の計画高潮位

海底勾配 測線全面の等深線図よ
り推定

堤脚水深h 既往検討と同値

越波流量算定の条件

施設諸元
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇測量成果等を用いて現況天端高を確認した。各管理者にもご確認いただいた（令和6年8月時点）。

〇天端高は、波返し工やパラペットを含む高さとした。

天端高T.P.〇m

天端高T.P.〇m

天端高T.P.〇m

天端高T.P.〇m

天端高T.P.〇m

（１）高潮による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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計画高潮位（現行） 計画高潮位（ケース１） 計画高潮位（ケース２）
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水国局

港湾局

水産庁

農振局

海岸管理者（所管）

前面埋立区間

４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（２）高潮による必要天端高の算出結果
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〇 検討ケース１（現状評価）でも現況天端高を上回る地区があり、天端高が不足している状況である。

〇 一方、検討ケース２（将来外力）の必要天端高が現況天端高を上回らない地区もある。

〇 必要天端高（将来）が現況天端高を超える区間については、対策が必要である。

計画天端高（現行） 検討ケース１（現状評価） 検討ケース２（将来外力）

延長
（全延長約335km）

約116km

（全体の約35%）
約153km

（全体の46%）
約182km

（全体の54%）

天端高が不足する延長（概算）

４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（３）高潮による必要天端高のまとめ

概算値は、施設前面が埋立等により波浪の影響がないと判断される箇所については、計画高潮位のみで必要天端高を算定し
た。また、沖合施設や消波工等による効果は考慮していない。

検討ケース２
（将来外力）

検討ケース１
（現状評価）

天端高

海面上昇：0.39m

潮位偏差増大：約0.10m

（波浪増大量は１.０倍）

必要天端高のイメージ （気候変動による影響のイメージであり、初期潮位や施設条件の変更は含まない）

検討ケース１（現状評価）：気候変動考慮前の必要施設高（初期潮位を台風期平均満潮位から朔望平均満潮位に設定）
検討ケース２（将来外力）：現時点における将来的な最終目標とする必要施設高
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇現行計画では、海岸保全施設等の整備をする上で想定する津波（設計津波の水位）として、「比較的発生頻度の高い津波

（レベル１津波）」を対象としている。

出典：第2回海岸保全基本計画検討委員会技術部会（平成26年11月21日開催）、資料２

（４）津波による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇 津波シミュレーションによるせりあがりを考慮した計算水位に地盤変動量をあらかじめ含んだ設計津波の水位を設定。

〇 津波による必要天端高＝設計津波の水位 とする。

出典：第2回海岸保全基本計画検討委員会技術部会（平成26年11月21日開催）、資料２

（４）津波による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇湾の形状や山付け等の自然条件などから、一連のまとまりのある海岸線を地域海岸として区分した（平成26年度海岸保全基

本計画検討委員会技術部会）。

〇地域海岸毎に防護ライン位置のせりあがり高の最大値を抽出し、これを地域海岸全体の設計津波の水位とすることを基本。

出典：第2回海岸保全基本計画検討委員会技術部会（平成26年11月21日開催）、資料２

（４）津波による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇計算条件は現行計画と同条件を基本とする。

〇気候変動の影響は、初期潮位に海面上昇量0.39mを考慮した津波シミュレーションを実施する。

〇今回計算では、気候変動前（現行計画と同条件）と気候変動後（海面上昇を考慮）の津波シミュレーションを実施し、各地点で
の水位上昇分（差分値）を算出し、現行計画の設計津波の水位に加算して評価する。

現行計画
（第2回海岸保全基本計画検討委員会技術部会（平成26年11月21日開催））

気候変動後
（今回計算）

津波断層モデル ・愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査モデル
・2003中央防災会議モデル
・5地震重ね合わせモデル
・宝永地震モデル
・安政東海・東南海モデル
・昭和東南海・南海地震モデル

現行計画において、各地域海岸で最大津波水位（設計津波
の水位）が発生している断層モデルを対象とした。

計算メッシュ間隔 2430m⇒810m⇒270m⇒90m⇒30m⇒10m 同左

地形条件 【海域】 ・JTOPO30v2：日本海洋データセンター
・海底地形デジタルデータ：日本水路協会
・海図：海上保安庁
・湖沼図：国土交通省

【陸域】 ・1mDEM：愛知県実施のLPデータ
・5mDEM、10mDEM：国土地理院基盤地図情報
・整備中の構造物をモデルに反映

【河川域】 ・河川縦横断測量成果：直轄、県管理河川

同左

地殻変動量 断層パラメータに基づいて「Okada（1992）」により算出 同左

計算設定潮位
（初期潮位）

名古屋港 T.P.+1.2m

名古屋港以外 T.P.+1.0m

名古屋港 再現：T.P.+1.2m、気候変動後T.P.+1.59m

名古屋港以外 再現：T.P.+1.0m、気候変動後T.P.+1.39m

粗度係数 ・海域、河川域： 0.025

・陸域：小谷（1998）を参考に土地利用条件に応じて設定
同左

計算時間 12時間 同左

構造物条件 海岸保全施設及び河川堤防：無限壁
防波堤：越流水深2.0mを超えると倒壊
名古屋港高潮防波堤：越流破堤しない

同左

津波シミュレーションの計算条件

（４）津波による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（４）津波による必要天端高の算出方法
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇気候変動を考慮した地区海岸毎の設計津波水位を設定した。

（詳細は別冊）

設計津波の水位の設定（1.鍋田～10.河和）

1.鍋田

1-1

3.1

2-1

2-2

2-3

2-4

3.5

3.4
4.0

3-1 3.5
大野漁港 3.53-2

3-3 4.4

3-4 鬼崎漁港（蒲池） 3.6

3-5 鬼崎漁港（榎戸） 3.6

4-1

4-2

5.7

5.3

5-1

苅屋漁港 4.65-2

3.4

2.名古屋港

3.常滑北

5.2

6-1

4.9

小鈴谷漁港（大谷） 4.56-2

小鈴谷漁港（小鈴谷） 4.7 6-3

上野間漁港 4.06-4

上野間漁港南 4.96-5

冨具崎港防波堤背後 3.86-6

4.常滑港

5.苅屋

6.上野間 7-1

5.7

5.9
7-4

7-6

5.8

内海港防波堤背後 5.17-2

内海港南側 5.77-3

山海漁港 5.77-5

7.内海

8-1 6.7

豊浜漁港（小佐） 6.58-3

豊浜漁港（豊浜） 6.78-2

8.豊浜

9-1 4.4

師崎漁港（片名） 4.49-3

師崎港防波堤背後 4.19-2

大井漁港 4.19-4

9.師崎

10-1

3.9

河和港防波堤背後 3.910-3

豊丘漁港 3.610-2 10.河和

図は地理院タイルを加工して作成

※漁港・港湾等は、防波堤や埋立地の背後等において、周囲と異なる設計津波
 の水位を設定する区間を示す

※現況堤防高は、同一地域海岸区分内にある個々の海岸の最大天端高の範
囲を示す。

地域海岸名 NO.
地域海岸内の

区分
漁港・港湾 等

設計津波の水位
（T.P.m）

現行 気候変動後
1.鍋田 1-1 1.鍋田. 2.6 3.1

2.名古屋港 2-1 2.名古屋港① 3.3 3.5
2-2 2.名古屋港② 3.0 3.4
2-3 2.名古屋港③ 3.6 4.0
2-4 2.名古屋港④ 3.0 3.4

3.常滑北 3-1 3.常滑北① 3.2 3.5
3-2 大野漁港 3.0 3.5
3-3 3.常滑北② 3.8 4.4
3-4 鬼崎漁港（蒲池） 3.2 3.6
3-5 鬼崎漁港（榎戸） 3.1 3.6

4.常滑港 4-1 4.常滑港① 5.0 5.7
4-2 4.常滑港② 4.5 5.3

5.苅屋 5-1 5.苅屋 4.7 5.2
5-2 苅屋漁港 4.1 4.6

6.上野間 6-1 6.上野間 4.4 4.9
6-2 小鈴谷漁港（大谷） 4.2 4.5
6-3 小鈴谷漁港（小鈴谷） 4.2 4.7
6-4 上野間漁港 3.7 4.0
6-5 上野間漁港南 4.7 4.9

6-6 冨具崎港防波堤背後 3.5 3.8

7.内海 7-1 7.内海① 4.5 5.7
7-2 内海港防波堤背後 4.8 5.1
7-3 内海港南側 5.4 5.7
7-4 7.内海② 5.1 5.9
7-5 山海漁港 5.4 5.7
7-6 7.内海③ 5.1 5.8

8.豊浜 8-1 8.豊浜 5.7 6.7
8-2 豊浜漁港（豊浜） 6.0 6.7
8-3 豊浜漁港（小佐） 5.8 6.5

9.師崎 9-1 9.師崎 3.7 4.4
9-2 師崎港防波堤背後 3.9 4.1
9-3 師崎漁港（片名） 4.1 4.4
9-4 大井漁港 3.6 4.1

10.河和 10-1 10.河和 3.3 3.9
10-2 豊丘漁港 3.1 3.6
10-3 河和港防波堤背後 3.7 3.9

（５）津波による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

12.矢作川河口

13.一色

14.衣崎

15.西尾東

16.東幡豆

栄生漁港 3.512-3

寺津漁港 3.612-2

大浜漁港 3.311-4

蜆川漁港 3.511-5

11.衣浦湾

11-1

3.5

4.1

11-3

3.5
11-2

12-1 3.7

13-1

4.2

13-3

4.0

味沢漁港 3.913-2

一色漁港 4.013-4

14-1

14-2

4.8

3.9

14-2 6.0

吉田港防波堤①背後 4.715-2

吉田港防波堤②背後 4.415-3

宮崎漁港 3.815-4

西幡豆漁港（鳥羽） 3.715-5

15-1

5.1

倉舞港防波堤背後 4.016-5

東幡豆港防波堤背後 4.316-4

西幡豆漁港（寺部） 4.016-3

西幡豆漁港（西幡豆） 4.116-2

16-1 4.5

17.三河港

17-1 4.0

17-6 3.2

17-8

3.1
17-7 3.6

三河港防波堤背後 3.117-2

形原漁港 3.517-3

三谷漁港 3.417-4

御馬漁港 3.317-5

図は地理院タイルを加工して作成

設計津波の水位の設定（11.衣浦港～17.三河港）

※漁港・港湾等は、防波堤や埋立地の背後等において、周囲と異なる設計津波 の水位を設
定する区間を示す
※現況堤防高は、同一地域海岸区分内にある個々の海岸の最大天端高の範囲を示す。

地域海岸名 NO.
地域海岸内の

区分
漁港・港湾 等

設計津波の水位
（T.P.m）

現行 気候変動後
11.衣浦湾 11-1 11.衣浦湾① 3.2 3.5

11-2 11.衣浦湾② 3.7 4.1
11-3 11.衣浦湾③ 3.2 3.5
11-4 大浜漁港 2.9 3.3
11-5 3.0 3.5

12.矢作川河口 12-1 12.矢作川河口 3.3 3.7
12-2 寺津漁港 3.1 3.6
12-3 栄生漁港 3.0 3.5

13.一色 13-1 13.一色 3.9 4.2
13-2 味沢漁港 3.5 3.9
13-3 13.一色 3.5 4.0
13-4 一色漁港 3.4 4.0

14.衣崎 14-1 14.衣崎① 4.4 4.8
14-2 14.衣崎② 3.0 3.9
14-3 14.衣崎③ 5.1 6.0

15.西尾東 15-1 15.西尾東 4.6 5.1
15-2 吉田港防波堤①背後 4.4 4.7
15-3 吉田港防波堤①背後 3.9 4.4
15-4 宮崎漁港 3.3 3.8

15-5 西幡豆漁港（鳥羽） 3.3 3.7

16.東幡豆 16-1 16.東幡豆 3.8 4.5
16-2 西幡豆漁港（西幡豆） 3.6 4.1
16-3 西幡豆漁港（寺部） 3.6 4.0
16-4 東幡豆港防波堤背後 3.9 4.3
16-5 倉舞港防波堤背後 3.5 4.0

17.三河港 17-1 17.三河港① 3.6 4.0
17-2 三河港防波堤背後 2.7 3.1
17-3 形原漁港 3.1 3.5
17-4 三谷漁港 3.1 3.4
17-5 御馬漁港 2.8 3.3
17-6 17.三河港② 2.8 3.2
17-7 17.三河港③ 3.1 3.6
17-8 17.三河港④ 2.7 3.1

（５）津波による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

図は地理院タイルを加工して作成

姫島漁港 3.218-2

宇津江漁港 3.118-3

泉港防波堤 3.418-4

18.三河湾南

18-1 3.4
18-5 34.

0

伊川津漁港 3.318-6

福江港防波堤背後 3.718-7

19.西ノ浜

伊良湖港防波堤背後 4.519-2

19-1 4.8

20.遠州灘西

20-1

8.2

20-2

10.9

20-3

9.8

20-4

9.7

赤羽根漁港 9.220-5

21.遠州灘東

21-1 －（設定無し）

20-6

11.7

22.篠島

23.日間賀島

24.佐久島

24-2 5.1
24-1 3.7

24-8 4.0

24-4

6.8

24-6

5.4

佐久島漁港（西ノ浜） 5.024-3

佐久島漁港（大浦地区） 6.424-5

佐久島漁港（大井ノ浦地区） 5.424-7

23-1 4.1

23-2 4.7

日間賀漁港（南側海浜） 4.723-4

日間賀漁港（南側） 4.623-3

篠島漁港（本港） 4.522-2

22-1 4.5

22-3 4.8

22-4 5.2

22-5 4.2

図は地理院タイルを加工して作成

設計津波の水位の設定（18.三河湾南～24.佐久島）

※漁港・港湾等は、防波堤や埋立地の背後等において、周囲と異なる設計津波 の水位を設
定する区間を示す
※現況堤防高は、同一地域海岸区分内にある個々の海岸の最大天端高の範囲を示す。

※漁港・港湾等は、防波堤や埋立地の背後等において、周囲と異なる設計津波 の水位を設
定する区間を示す
※現況堤防高は、同一地域海岸区分内にある個々の海岸の最大天端高の範囲を示す。

地域海岸名 NO.
地域海岸内の

区分
漁港・港湾 等

設計津波の水位
（T.P.m）

現行
気候変動
後

22.篠島 22-1 22.篠島① 4.5 4.5
22-2 篠島漁港（本港） 4.0 4.5
22-3 22.篠島② 4.7 4.8
22-4 22.篠島③ 4.9 5.2
22-5 22.篠島④ 3.8 4.2

23.日間賀島 23-1 23.日間賀島① 3.7 4.1
23-2 23.日間賀島② 4.3 4.7
23-3 日間賀漁港（南側） 4.5 4.6
23-4 日間賀漁港（南側海浜） 4.5 4.7

24.佐久島 24-1 24.佐久島① 3.2 3.7
24-2 24.佐久島② 4.4 5.1
24-3 佐久島漁港（西ノ浜） 4.6 5.0
24-4 24.佐久島③ 6.4 6.8
24-5 佐久島漁港（大浦地区） 6.2 6.4
24-6 24.佐久島④ 4.7 5.4
24-7 佐久島漁港（大井ノ浦地区） 5.2 5.4
24-8 24.佐久島⑤ 3.7 4.0

地域海岸名 NO.
地域海岸内の

区分
漁港・港湾 等

設計津波の水位
（T.P.m）

現行 気候変動後
18.三河湾南 18-1 18.三河湾南 2.9 3.4

18-2 姫島漁港 2.8 3.2
18-3 宇津江漁港 2.7 3.1
18-4 泉港防波堤 3.0 3.4
18-5 18.三河湾南 3.4 4.0
18-6 伊川津漁港 2.9 3.3
18-7 福江港防波堤背後 3.1 3.7

19.西ノ浜 19-1 19.西ノ浜 4.5 4.8
19-2 伊良湖港防波堤背後 4.0 4.5

20.遠州灘西 20-1 20.遠州灘西① 7.8 8.2
20-2 20.遠州灘西② 10.5 10.9
20-3 20.遠州灘西③ 9.5 9.8
20-4 20.遠州灘西④ 9.1 9.7
20-5 赤羽根漁港 8.6 9.2
20-6 20.遠州灘西⑤ 10.9 11.7

21.遠州灘東 21-1 21.遠州灘東⑥ - -

（５）津波による必要天端高の算出結果



40※設計津波の水位（代表値） ・・・ 防波堤や埋立地背後など、設計津波の水位を別途設定する箇所を除いて、地域海岸全体で設定した値を代表値として記載。

境界位置 境界の設定理由 地域海岸名
現行計画

設計津波の水位
（代表値）※

気候変動後 対象地震 設計津波の水位の決定箇所の状況と地域海岸内の水位の特性

三重県境 県境
1.鍋田 2.6 3.1 5地震重ね合わせ

・最大水位は区間の西端部（鍋田川河口）で発生
・区間内の水位は、2.2～2.5m程度の範囲内にある

農振局海岸東端部
埋立地奥の筏川河口付近を境に、東西で津
波水位に1m差が生じる

2.名古屋港 3.0～3.6 3.4～4.0
宝永クラス

5地震重ね合わせ
・埋立地の形状に応じて、地先毎で津波が分断されているため、4
区分に分割

名古屋港 高潮防波堤
高潮防波堤の効果により港外と港内で津波
水位が変化する。

3.常滑北 3.2、3.8 3.5、4.4 5地震重ね合わせ
・最大水位は浜田川河口の隅角部で発生
・鬼崎漁港（蒲池）の北側を境に南北で最大水位に差が生じるため、
2区分に分割常滑港海岸

人工海浜南端
海岸線の向きが変化
南北で津波水位に1.5m差が生じる

4.常滑港 4.5、5.0 5.3、5.7
宝永クラス

5地震重ね合わせ

・最大水位は常滑港奥部で発生
・港内の水位は、4～5m程度の範囲で推移する。
・港内の防波堤を境に、0.5m程度の差が生じるため、2区分に分割苅屋漁港北側 海岸線の向きが変化

5.苅屋 4.7 5.2 5地震重ね合わせ
・最大水位は苅屋漁港南の海岸線の隅角部で発生
・区間内の水位は、4.0～3.5m程度の範囲の値が随所に見られる

小鈴谷漁港（大谷地区）
北側

南北で津波水位に1.0m程度差が生じる

6.上野間 4.4 4.9 安政クラス

・上野間漁港南側で安政クラスの津波高が最大となるが、他の地
震とは異なる特異な傾向であるため、採用しない。
・最大水位は、小鈴谷漁港防波堤背後の値を除外して、上野間漁
港から冨具崎港間の最大値で設定。
・区間内の水位は、除外区間を除けば、3.5～4m程度の範囲で推移
する。

南知多町と美浜町の町境
海岸線の向きが変化。防護ライン位置に津
波が到達する町境で設定。
東西で津波水位に1m差が生じる

7.内海 4.4～5.1 5.7～5.9 安政クラス

・最大水位は内海港南側の海浜部と山海漁港南側で発生
・区間内の水位は、5m程度の値が随所に見られる
・内海港防波堤及び山海漁港防波堤で水位の差が大きくなるため、
3区分に分割豊浜漁港埋立地北側 南北で津波水位に1.0m程度差が生じる

8.豊浜 5.7 6.7 安政クラス
・最大水位は豊浜漁港奥部で設定
・豊浜漁港周辺から南側の水位は、5～6m程度の範囲で推移する。

羽豆岬
海岸線の向きが変化
南北で津波水位に2.0m差が生じる

9.師崎 3.7 4.4 安政クラス
・最大水位は師崎漁（片名地区）港奥部で設定
・区間内の水位は、3.5～4.0m程度の範囲の値が随所に見られる。

鳶ヶ崎 海岸線の向きが変化。

10.河和 3.3 3.9 安政クラス
・最大水位は、河和港防波堤背後の値を除外して設定。
・区間内の水位は、除外区間を除けば、3～3.5m程度の範囲で推移
する。衣浦港高潮防波堤

高潮防波堤の効果により港外と港内で津波
水位が変化する。

11.衣浦湾 3.2～3.7 3.5～4.1 5地震重ね合わせ ・埋立地地先毎で津波が分断されているため、3区分に設定

矢作川河口右岸 海岸線の向きが変化

12.矢作川河口 3.3 3.7 5地震重ね合わせ
・最大水位は北浜川左岸で発生
・区間内の水位は、3m程度で推移する。

北浜川左岸河口
海岸線の向きが変化。一色側は、一色漁港
の埋立地の影響で津波水位が高くなる傾向
にあるので区分する。 13.一色 3.5 4.0 安政クラス

・最大水位は一色漁港埋立地の隅角部で発生
・埋立地を境に、水位の傾向は変化するため、2区分に分割

４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（５）津波による必要天端高の算出結果



41※設計津波の水位（代表値） ・・・ 防波堤や埋立地背後など、設計津波の水位を別途設定する箇所を除いて、地域海岸全体で設定した値を代表値として記載。

境界位置 境界の設定理由 地域海岸名
現行計画

設計津波の水位
（代表値）※

気候変動後 対象地震 設計津波の水位の決定箇所の状況

埋立地角
海岸線の向きが変化。衣崎側は干拓地の沖
側張り出しの影響により隅角部で津波水位
が高くなるため区分。

13.一色 3.5 4.0 安政クラス
・最大水位は一色漁港埋立地の隅角部で設定
・埋立地を境に、水位の傾向は変化する。

14.衣崎 3.0～5.1 3.9～6.0
安政クラス

5地震重ね合わせ

・最大水位は、衣崎漁港防波堤背後の値を除外して設定。
・区間内の水位は、衣崎漁港周辺の隅角部で最大となる。
・埋立地奥で水位が低くなる入り江部は設計津波水位を区分衣崎漁港漁港区域東端 海岸線の向きが変化。

15.西尾東 4.6 5.1 安政クラス
・最大水位は、衣崎漁港側の端部で設定。
・区間内の水位は、4.5～4.8m程度の範囲の値が随所に見られる。

西幡豆漁港（西幡豆地
区）西端

海岸線の向きが変化
南北で津波水位に0.5m差が生じる

16.東幡豆 3.8 4.5 安政クラス
・最大水位は、東幡豆漁港東側の隅角部で設定。
・区間内の水位は、3.5m程度の範囲の値が随所に見られる。

御前崎 海岸線の向きが変化

17.三河港 2.7～3.6 3.1～4.0

宝永クラス
安政クラス
中防2003

5地震重ね合わせ

・埋立地の形状に応じて、地先毎で津波が分断されているため、4
区分に設定

姫島漁港終点 埋立地主体の三河港湾区域と西側を区分

18.三河湾南 3.0､3.4 4.0、3.4 5地震重ね合わせ

・最大水位は、福江漁港内と伊川津漁港背後の湾内で設定（1cm
の差でほぼ同値）
・区間内の水位は、3～3.5m程度の範囲の値が随所に見られる。
・伊川津漁港の東西で水位の傾向が変化するため2区分に分割立馬崎

海岸線の向きが変化。東西で津波水位に１
ｍ程度差が出る。

19.西ノ浜 4.5 4.8 安政クラス
・最大水位は、伊良湖港北側の隅角部で設定。
・区間内の水位は、伊良湖北側をピークとして、北側に漸減。

伊良湖岬
海岸線の向きが変化。津波水位は6m差が
出る。

20.遠州灘西 7.8～10.9 8.2～11.7 5地震重ね合わせ

・最大水位は、堀切町西側付近で設定。
・区間内の水位は、堀切町内をピークとして、東側に漸減。
・海岸線の向きの変化、赤羽漁港を境とする津波高の変化を考慮
して5区分に分割

赤羽漁港東の
崖海岸区間西端

赤羽漁港東側の崖海岸が始まる箇所

21.遠州灘東 － － －
・全区間が崖海岸であり、津波による浸水は生じないため、設計津
波の水位は設定しない。静岡県境 県境

海岸線の向きが変化 22.篠島 3.8～4.9 4.2～5.2 安政クラス
・津波の進入方向に対する海岸線の向きや岬に囲まれた入り江の
平面形状から津波の水位の傾向が異なることから、４区間に区分し
て最大水位をそれぞれ設定した。

海岸線の向きが変化 23.日間賀島
北側：3.7
南側：4.3

北側：4.1
南側：4.7

安政クラス
・津波の進入方向に対する海岸線の向きから津波の水位の傾向が
異なることから、島の東西端を境として最大水位をそれぞれ設定し
た。

海岸線の向きが変化 24.佐久島 3.2～6.4 3.7～6.8
安政クラス

5地震重ね合わせ

・津波の進入方向に対する海岸線の向きや岬に囲まれた入り江の
平面形状から津波の水位の傾向が異なることから、７区間に区分し
て最大水位をそれぞれ設定した。

４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（５）津波による必要天端高の算出結果
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

〇 海面上昇0.39ｍを考慮した計算を実施したところ、地形の影響等により地域ごとに上昇量が異なり、設計津波の水位として

は0.2m～0.9ｍ上昇する結果となった。

〇 設計津波の水位が現況天端高※を超える区間については、対策が必要である。

※現況天端高は地震による液状化沈下を考慮していない高さ。耐震対策の有無によって地震発生後の高さは異なることに留意。

天端高が不足する延長（概算）

検討ケース２（将来外力）

延長
（全延長約335km）

約89km

（全体の27%）

（６）津波による必要天端高のまとめ
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４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果

■検討ケース２（将来外力）に
おける高潮・津波※による必
要天端高の比較

（７）高潮と津波の必要天端高のまとめ

※地震による液状化沈下を考慮していない必
要高さ。耐震対策の有無によって必要高さ
が異なることに留意。

検討ケース２（将来外力）において天端高

が不足する延長の内訳（概算）

高潮 津波

約157km

（全体の47%）
約53km

（全体の16%）
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県
境

名古屋港●

●三河港
（神野）

高潮

高潮

高潮

津波

高潮・津波

「津波」 が卓越する可能性が高い地域
「高潮」 が卓越する可能性が高い地域
「津波」「高潮」の両方が高い地域

４．気候変動を踏まえた必要天端高の算出結果
（６）高潮と津波の必要天端高のまとめ

津波

高潮・津波

凡例
標高(m)

1500以上

150

10

0未満

水部

衣浦港（半田）
●



５．防護水準・施設整備目標の設定



〇２ケースの外力及び施設整備必要高を算出した。

①検討ケース１（現状評価） ：気候変動考慮前の施設必要高の算定

②検討ケース２（将来外力）  ：現時点における将来的な最終目標とする施設必要高の算定

〇算出結果をもとに、防護水準・施設整備の最終目標は2100年の施設必要高とする。

2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100年

外力

【気候変動の影響による外力の長期変化と整備目標】

海面上昇予測分

台風の強大化に伴う
高潮・波浪の増大分

2100年
（最終目標）

①検討ケース１
2023年時点の評価

（現状評価）

②検討ケース２
（将来外力）
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５．防護水準・施設整備目標の設定

外力変化のイメージ
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５．防護水準・施設整備目標の設定

第３回技術部会説明資料（2024年1月18日）
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５．防護水準・施設整備目標の設定

〇気候変動の影響を考慮する年（目標年）によって３つのステップが考えられる。

〇施設の耐用年数、整備費用を考慮すると段階的な整備が現実的である。予算や整備期間を平準化するため、当面の施設整

備高は検討ケース１（現状評価）と検討ケース２（将来外力）の中間値とする。

現況堤防高
検討ケース１
（現状評価）

検討ケース２
（将来外力）

不確実性による上振れ

2000年 2050年 2100年

ステップ1 現状評価で必要な高さ

ステップ2 当面の施設整備高

ステップ3 施設整備の最終目標

数十年
現状評価＞現況天端高
のため嵩上げが必要

現状

予算・整備期間の平準化
に対応した必要高さ

中間値

ステップ1 現状評価の高さ ステップ2 当面の施設整備高 ステップ3 施設整備の最終目標

メリット ・必要最小限のコスト ・当面の安全度を確保 ・将来にわたって安全度を確保

デメリット
・数年後には必要天端高を満足
しないリスク（被害リスク）あり

・不確実性による上振れがあった
際には更なる嵩上げが必要

・不確実性による上振れがあった
際には、更なる嵩上げが必要

・不確実性による下振れがあった
際には、過大な整備となる

検討ケース１（現状評価）：気候変動
考慮前の必要施設高
（外力）の算定

検討ケース２（将来外力）：現時点に
おける将来的な最終
目標とする必要施設
高（外力）の算定

（１）堤防・護岸等の高潮対策の施設整備目標 【要求性能】高潮に対する天端高を確保
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５．防護水準・施設整備目標の設定

現
況
天
端
高

現行計画天端高

検討ケース１
（現状評価）

検討ケース２
（将来外力）

現
況
天
端
高

現
況
天
端
高

現
況
天
端
高

〇各地区海岸の必要天端高を算出したところ、地区海岸ごとに以下のパターンとなっている。

〇現況天端高、健全度等の施設状況や背後地状況等を踏まえて優先順位をつけた対策を実施していく。

当面の施設高を満足しない地区
現時点で優先度低いと判断

現
況
天
端
高

当面の施設整備高

（１）堤防・護岸等の高潮対策の施設整備目標 【要求性能】高潮に対する天端高を確保
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５．防護水準・施設整備目標の設定

〇現在、耐震対策を実施している地区は検討ケース１（現状評価）の天端高を満足している。

〇当面は継続して検討ケース１（現状評価）の天端高を目標に整備する。整備が完了した後に施設整備の最終目標を目指すこ

ととする。

現況堤防高 検討ケース１
（現状評価）

検討ケース２
（将来外力）

不確実性による上振れ

2000年 2050年 2100年

ステップ1 現状評価で必要な高さ

ステップ2 当面の施設整備高

ステップ3 施設整備の最終目標

数十年
現状評価＞現況天端高
のため嵩上げが必要

現状

（地震による変形後）

ステップ1 現状評価の高さ ステップ2 当面の施設整備高 ステップ3 施設整備の最終目標

メリット ・必要最小限のコスト ・当面の安全度を確保 ・将来にわたって安全度を確保

デメリット
・数年後には必要天端高を満足
しないリスク（被害リスク）あり

・不確実性による上振れがあった
際には更なる嵩上げが必要

・不確実性による上振れがあった
際には、更なる嵩上げが必要

・不確実性による下振れがあった
際には、過大な整備となる

検討ケース１（現状評価）：気候変動
考慮前の必要施設高
（外力）の算定

検討ケース２（将来外力）：現時点に
おける将来的な最終
目標とする必要施設
高（外力）の算定

（２）堤防・護岸等の地震・津波対策の施設整備目標 【要求性能】地震による変形後の天端高を確保
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５．防護水準・施設整備目標の設定

〇気候変動の影響を考慮する年（目標年）によって３つのステップが考えられる。

〇水門等の基礎部が一体的な構造物については、嵩上げ改良を容易にできないため、施設整備の最終目標を整備高さとする。

現況堤防高
検討ケース１
（現状評価）

検討ケース２
（将来外力）

不確実性による上振れ

2000年 2050年 2100年

ステップ1 現状評価で必要な高さ

ステップ2 当面の施設整備高

ステップ3 施設整備の最終目標

数十年
現状評価＞現況天端高
のため嵩上げが必要

現状

ステップ1 現状評価の高さ ステップ2 当面の施設整備高 ステップ3 施設整備の最終目標

メリット ・必要最小限のコスト ・当面の安全度を確保 ・将来にわたって安全度を確保

デメリット
・数年後には必要天端高を満足
しないリスク（被害リスク）あり

・不確実性による上振れがあった
際には更なる嵩上げが必要

・不確実性による上振れがあった
際には、更なる嵩上げが必要

・不確実性による下振れがあった
際には、過大な整備となる

検討ケース１（現状評価）：気候変動
考慮前の必要施設高
（外力）の算定

検討ケース２（将来外力）：現時点に
おける将来的な最終
目標とする必要施設
高（外力）の算定

（３）水門等の高潮、地震・津波対策の施設整備目標
【要求性能】高潮、地震・津波においても施設の求められる性能を確保
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５．防護水準・施設整備目標の設定

・ 現行の計画堤防高（復興計画堤防高）については、余裕高を考慮した高さではなく、潮位と波高を考慮した必要高さを0.1m

刻みで切り上げした値を採用している。

・ 本計画では、計画高潮位を下式のように設定しており、施設整備目標を十分に満足する水準といえる。

計画高潮位 ＝ 朔望平均満潮位 ＋ 伊勢湾台風規模の推算潮位偏差

・ 余裕高については現行計画の考え方を踏襲し、原則、潮位と波高を考慮した必要高さを0.1m刻みで切り上げる。

出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説、H30.8、P3-31～32

余裕高の考え方 高潮対策の目標

出典：三河湾・伊勢湾沿岸海岸保全基本計画、
H27.12一部変更、P83
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